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『同志社社会学研究』編集規定

【1】本研究誌は同志社社会学研究学会の機関紙として社会学の研鑽に寄与し、また会員相互の研究交流
に資することを目的とする。
【2】掲載内容は以下のものとする（枚数：400字）

研究論文（40～60枚）
研究ノート（20～30枚）
書評
その他

【3】編集委員は本学社会学科教員、同院生、同修了・卒業生の代表により構成される。専門委員は本学
社会学科教員より構成される。
【4】投稿者は本学社会学科教員、同院生、同修了・卒業生とする。
【5】原稿は書籍、学術雑誌に未発表のものに限る。掲載の可否は、専門委員の審査の結果を受け、最終
的に編集委員が行う。
【6】原稿の締め切りは 12月末、発行は 3月とする。投稿者は 10月末までに専門委員 1名に草稿を送付
するとともに投稿の意思を伝え、12月末までに当該専門委員に最終原稿を送付しなくてはならない。
【7】執筆要領
横書き、口語常体、完成原稿で提出。註や参照文献の書式は日本社会学会機関誌『社会学評論』に準
じ、論文の最後に別々にまとめる。詳しい執筆要領は別に定める。
【8】提出原稿の形式
原稿には日本語と英文タイトルをつけ、ハードコピー（40字×40行）と電子媒体で提出すること。

【9】執筆者の原稿は、同志社大学ホームページ上の「同志社大学学術リポジトリ」上に公開することを
原則とする。
【付記】
その他の事項については、社会学の研究誌としての性格に鑑み、編集委員会が対応する。

（2009. 7. 26 改正）



�編集後記�

『同志社社会学研究』第 14号をお届けします。まずは、本号に寄稿いただいた飯田剛史先生（大谷大

学）と片岡佳美先生（島根大学）に重ねて感謝申し上げます。

さて、例年、当該年度の院生業績一覧を掲載してきましたが、本号ではそれを拡大して、社会学専攻所

属の大学院生全員の「業績・略歴一覧」を作成してみました。本専攻では、博士論文を提出する資格を得

るために、（査読論文を含む）論文 3本以上、（全国学会を含む）学会発表 3回以上、（同志社社会学研究

学会を含む）学内での論文構想発表 2回以上、のすべての条件を満たす必要があります。しかし、後期課

程 3年次の時点でそれをクリアすることはかなり難しいのが現状です。

もちろん拙速を避けることは大切ですが、時間をかけることが良い成果を生むとは限りません。今まで

の経験から言いますと、まずは前期課程 1年次から自分のテーマを見定めてじっくり研究に取り組むこ

と、そして 2年次では内容を練りながら理論的レベルの高い修士論文を書くことが大切です。単にデータ

を集めて分析しただけの論文では、後が続きません。論文にはアイデアが必要ですが、いろいろ悩んで考

えた蓄積がそこで活きてくると思います。

また、論文は一人で机の前にすわっているだけではなかなか書けません。様々な場所と機会に出て行っ

て自分のアイデアを発表し、他の研究者の意見に耳を傾けること、身近な教員や院生間で草稿を読み合っ

て議論することも、研究者になるための重要なトレーニングです。（どうもそれが苦手な人が多いようで

すね。）本号の「業績・略歴一覧」が自分の研究を見つめ直し、あるいは専攻内のコミュニケーションが

活発になるきっかけになればと思います。

このたび、板垣先生はじめ歴代の編集委員の方々のご尽力により、同志社図書館の学術リポジトリに本

誌のバックナンバーが登録されました。これにより、各号の論文は本文も含めて、ネットワーク上で世界

中から閲覧できるようになりました。皆さまもぜひ一度、図書館のホームページでも本誌をのぞいてみて

ください。またそれにともなって、昨年の総会で承認いただきましたように、執筆規定もすこし変更しま

した。ご確認ください。

わが社会学専攻も前期課程と後期課程がそれぞれ 10名を超える規模となりました。切磋琢磨にはちょ

うどいいサイズではないでしょうか。先輩諸氏からも、一層の叱咤激励を賜れますよう、今後ともどうぞ

よろしくお願いします。 （鵜飼）
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